
  
  ダイズほ場におけるフェロモントラップを用いたマメシン

クイガの発生調査

  誌名 北日本病害虫研究会報
ISSN 0368623X
著者名 加進,丈二

狐塚,慶子
辻,英明
畑中,篤
阿部,倫則
安藤,慎一朗
町,直樹
佐伯,研一

発行元 北日本病害虫研究会
巻/号 61号
巻号補足
掲載ページ p. 133-136
発行年月 2010年12月

    
農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



北日本病虫研報 61 : 133-136 (2010) 

Ann. Rept. Plant Prot. North Japan 

ダイズほ場におけるフェロモントラップを用いた
マメシンクイガの発生調査

加進丈二本，狐塚慶子水ネ，辻 英明へ畑中 篤**

阿部倫則***安藤慎一朗****町 直樹*****佐伯研一**本***

Monitoring of Soybean Pod Borer Leguminivora glycinivorella 

(Lepidoptera: Tortricidae) Using Pheromone Trap in Soybean Fields 

Joji KAS註IN*，Keiko KITSUNEZUKi失点*， Hideaki TSU]I*， Atsushi HATANAKA本*

Tomonori ABE * * *， Shi泊nムたt記1註iroANDO****， Naoki MACHI***** 

and Kenichi SAEKI * * * * * * 

ダイズ子実害虫のマメシンクイガについて，成虫の発生調査法としてフェロモントラップの実用性を検

討するため，従来から発生調査に利用されているたたき出し法との比較調査を行った.フェロモントラッ

プの誘殺消長はたたき出し法とほぼ一致する傾向がみられたまた，フェロモントラップ誘殺数と被害爽

との間には高いlEの相関が認められた.このことから，本種のフェロモントラップは，たたき出し法に

替わる成虫の発生調査法として有効であり，発生盛期の把握ならびに被害量を予測することに活用できる

可能性が示唆された.

Key words: Leguminivora glycinivorella， monitoring， pheromone trap， soybean 

マメシンクイガLeguminivoraglycinivorella は北日本
のダイズにおける主要害虫で (4)，幼虫による子実の食
害は収量や品質に大きな影響をもたらす.宮城県では本

種による被害が問題となっているが，被害の発生程度は

連作年数によって異なり 特に連作4年以上のほ場で被

害が大きい (8).木村・石谷 (3)は，合成ピレスロイド

剤の薬剤散布による効率的な防除技術を検討した結果，

発生程度によって殺虫斉IJの有効な散布時期や回数が奥な

ったことから，ほ場の被害発生程度を予測する必要性を

述べている宮城県において本種は年 1自発生する(10)

子実肥大期に羽化した成虫がダイズの爽に産卵し排化

幼虫が策内部に侵入し子実を食害する このため，被害

の発生程度を予澱するためには，成虫発生量の把握が重

要と考えられる.成虫の発生調査には，主にライトトラ

ップによる誘殺法(1， 2， 6， 7)やたたき出し法 (9，10) 

が用いられており，高野ら(10)は調査労力があまりか

からず，気象条件の影響が小さいことを理由にたたき出

し法が最も優れていると結論づけている. しかしダイ

ズから飛び出した成虫を日視により瞬時に判別し計数す

るたたき出し法は，熟練を要する点で生産者自らが行う

発生龍査法としては必ずしも適していない.近年，本種

の性フェロモンが明らかにされ (11)，合成性フェロモン

の利用が可能となった.本醸のフェロモントラップを用

いた発生調査については木村・石谷 (3)により報告され
ており，その誘殺数はほ場の成虫密度を反映するとし，

発生予察での利用に向けた検討が期待されている

そこで，宮城県内の現地ダイズほ場においてフェロモ

ントラップとたたき出し法による発生調査を行い，成虫

の発生消長を比較し被害発生程度との関連性について

検討したので報告する.

*宮城県古)I!農業試験場問iyagiPr巴fecturalFurukawa Agricultural Experiment Station， Fukoku 88， Furukawa悶Osaki，
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***宮城県栗原農業改良普及センター

*山本宮城県登米農業改良普及センター

***ホ*宮城県大河原農業改良普及センター
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本研究に際L.合成性フェロモンを提供していただい

た東京農工大学大学院共生科学技術研究部の安藤哲博

士，調査に御協力いただいた生産者の方々に対し厚く御

礼申し上げる.

材料および方法

1.試験ほ場

試験は2008塁手に宮城県吉川農業試験場(宮城県大崎
市)内の l地点および現地ダイズ栽培ほ場6地点におい

て行った(第 l罰).県内の主要な産地から被害の発生程

度が異なる地点のデータを収集できるよう考慮し，全7

地点のうち 5地点(地点1， 3. 5~7) は連作 4 年以上で

前年にマメシンクイカ、、の被害が多かったほ場， 2地点(地

点2，4)は作付初年自となるほ場を選定した 各調査地

地点7

地点l

第1図マメシンクイガのフェロモントラップ設霞地点

点の耕種概要は第 1表に示した

2. フェロモントラップの設置方法

4本の陸!芸用支柱(直径 11mm，長さ 150cm)と鉄製メ

ッシュ (30cmx 30cm)で台を作製しその上に住化式粘

着トラップ(住友化学)を載せ結束バンドで回定した

トラップは各地点、3偲，ほ場外周から 3m以上内側の場

所にトラップ間の距離が約 10mとなるよう設寵した.設

置高はトラップの底面がダイズの草冠高となるよう調整

した誘引源は東京農工大学から提供された合成性フェ

ロモン ((8E，10E) -8， lO-dodecadienyl acetateを1.0mg
量ゴムキャップに含浸)(11)を使用し，粘着板の中央部

に取り付けた. トラップの設置期間は，地点1は8月13

日~1O月 1 El，他の地点は 8 月 12 日 ~9 月 30 Elとした.

粘着絞は7日間関，誘引i原は設麓28El後に交換した.

3.発生調査

地点 1 は 8 月 20 日 ~10 月 1 日，他の地点は 8 月四日

~9 月 30 日の期間， 7日間隔でフェロモントラップの誘

殺虫数とたたき出し法による成虫数を調査した たたき

出し法は，ほ場中央部において条聞を総延長 100m(地点

1~6 は 50m x 2 か所，地点 7 は 25m x 4 か所)を歩きなが

ら左右2畝のダイズ株を捕虫綿の柄(長さ 120cm)でた

たき，飛びだしてきた成虫を数える方法とし毎回同じ

場所で調査を行った

4.被害英調査

地点1は10月 1El，その他の地点は9月30日に，各

地点から生育が中庸なダイズ 10茎を抜き取り，全爽を分

解して被害爽率を調査した爽内部に幼虫が存在した爽，

または子実に食害痕があり英に脱出痕が確認された爽を

被害爽として計数し全爽数に対する被害英数の割合を

被答爽率とした

第1表マメシンクイガのフェロモントラップ調査地点の概要

地点No. 試験地 品宅建 作付年数 在百積 播稜日 殺虫剤散布月日・薬剤名

l こカ{~ユ 4王手自 I30a 6月25日 8月288 MEP 

9月13日 エトフェンブロックス・イミベンコナゾール水和斉iJ

2 仙台市泉区 タンレイ l年目 40a 6月3臼 8月28日 エトフェンプロックスマイクロカ

3 タンレイ 10年以上 70a 6月26日 9月1日 エトフェンブロックスマイクロカ

9月13B MEP乳剤

4 主主米市米山町 タチナガハ 1年目 60a 6月10日 8月30日 エトフェンブロック

9月9B MEP粉剤

5 主主米市南方町 ミヤギシロメ 5年目 60a 6月12日 無し

6 ミヤギシロメ 8年目 30a 5月26臼 8丹26日 クロチアニジ

9月4日 クロチアニジンオt和剤

7 大崎市古川大崎 タンレイ 5';手EI 3.6a 5月23日 無し
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第2図 フェロモントラップによる誘殺成虫数とたたき出し法による成虫数の推移

注1) フェロモントラップによる誘殺成虫数はトラップ3備の平均値±襟準誤差を示す
2) 隠中の矢印は殺虫剤散布の時期を示す，

結果

1 発生消長

すべての調査地点において フェロモントラップとた

たき出し法の両調査法で成虫の発生を確認した(第2

図).成虫の初発確認時期は，地点2，3， 7の3地点では

たたき出し法が早まり，地点 1，4， 5， 6の4地点では両

手法で一致した 発生盛期については，発生密度が極め

て低く消長が不明瞭で、あった地点2を除くと，いずれの

地点においても 9 月 2~10 日の範囲に現れ，向調査法に

よる時期のずれは小さかった.また，発生密度が高い地

点 5，6， 7においては両者の消長がほぼ一致した.

フェロモントラップ誘殺成虫数とたたき出し成虫数に

ついて，それぞれ全調査期間の総数を求めたところ，両

者には高い正の相関が認められた(第3国)

2.被害実率

各調査地点の全英数，被害爽数および被害爽率を第2

表，被答爽率とフェロモントラップ誘殺成虫数およびた

たき出し成虫数の関係について第3表に示した.フェロ

モントラッフ。誘殺成虫数は， ピーク時， ピーク時までの

累積数.全調査期間の総数のいずれの伎で、も被答爽率(逆

正弦変換値)との照に高い正の相関が認められた
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第3図全調査期間におけるマメシンクイガのフェロモントラ

ップ誘殺成虫数とたたき出し成虫数の関係

j主) 料は 1%水準で、有意な相関があることを示す.

-135-



第2表各調査地点のマメシンクイガによる被害否定率

主色J2，No. 爽数/茎 被害焚書士/薬

338 15 4.4 

2 551 O O 

3 373 7 1.9 

4 476 O O 

5 325 115 35.4 

6 580 8 1.4 

7 813 226 27.8 

第3表 フェロモントラップ誘殺成虫数と被答苦言率との相関

係数

要因

ーク時7日間

ピーク時までの累積数

全発生期間の総数

被害爽率(逆正弦変換傾)
との相関係数(n=7)a

0.9873** 

0.9848料

0.9855** 

a**は1%水準で有意な相関があることを示す.

考察

成虫の発生消長をたたき出し法とフェロモントラップ

で比較したところ，初発硲認時期は調査法問で 14':句程

度のずれが生じる場合があったが，発生盛期は問調査法

でもほぼ問時期に現れる傾向がみられた 特に，発生密

度の高い地点ほど両調査法の消長は一致する傾向が認め

られたこのことは，発生後度が低い発生初期の段階で

は，初発確認の早晩が調査規模の影響を受けやすいのに

対し発生盛期では発生密度や調査規模の影響を受けに

くいことを示していると考えられた本種の発生調査は，

発生密度が高く被害が大きいほ場ほど，その必要性は高

い.フェロモントラップは，多発生ほ場においてたたき

出し法と開様に消長を捉える方法として有効であること

から，たたき出しj去に替わる調査法として実用性はある

と考えられた

本種の薬剤防除適期は産卵皇室期(1)とされているが，

宮城県において産卵盛期は成虫発生盛期とほぼ向時期か

l半旬遅れて現れる (10).したがって，フェロモントラ

ップを用いて成虫の発生盛期を捉えたとしても，その結

果をもとに薬剤防除時期を決定することは，防除を実施

するまでに時間的に余裕がなく，現実的な手法とは言え

ない.フェロモントラップを薬剤防徐時期の決定や防除

要否の判断に活用するためには 発生議期以前の誘殺数

をもとに予察する手法を検討する必要がある

たたき出し成虫数とフェロモントラップ誘殺成虫数の

間には高い正の相関が認められた.この結果は，木村・

石谷 (3)の結果と一致し，フェロモントラップがたたき

出し法と同様にダイズほ場における成虫密度を反映する

ことを示すと考えられた.そこで，フェロモントラップ

の誘殺成虫数と被害爽率との関係をみると.ピーク時の

誘殺数， ピーク時までの累積数および会調査期間の総数

のいずれの伎でも被害爽率との聞に高い正の相関が認め

られた.被害爽率と被害粒率の間には高い正の相関があ

ることが知られており (5)，今田の調査でも誘殺成虫数

の多い地点で、は被害粒率が高かったものと推察された.

このことから，フェロモントラップはほ場レベルで被害

発生程度の予測に活用できるものと考えられ，その予測

にはピーク持の誘殺数またはピーク時までの累積誘殺数

を用いることが有効と思われた.なお，今回の調査では

7地点のうち 5地点で殺虫剤を散布しており，これらの

地点では被害爽の発生が抑制されたものと考えられた

したがって，フェロモントラップの誘殺成虫数と被筈程

度の関係を解明するためには，殺虫剤散布を実施しない

条件下で調査を行い検討することが今後の課題である
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